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〔趣　旨〕
クラスターのシステム・デザインの可能性
陳　　　　　韻　　如
（経済学部准教授）
１．はじめに
　去る2006年11月25日、北九州市に後援をいただき、本学経済研究センターは
国際シンポジウム「学研都市のシステム・デザインと北九州地域の今後」を主
催した。シンポジウムの中心テーマは、台湾と北九州の事例分析を通じて、学
研都市をはじめとするクラスターを１つのシステムとして捉える視角の重要性
を提示し、それらが一定の成果をあげるためにはどのようにクラスターをデザ
インすることが必要であるか、探るところにあった。
　日本では90年代後半から構造改革が進むなか、ネットワークの形成によって
地域経済の停滞や産業の国際競争力の後退から回復することが重要課題とされ
てきた。しかし、多くの取り組みにもかかわらず、日本の地域経済のクラス
ター化は必ずしも進んでいるとは言えない状態にある（松島、2005）2。さらに
言えばこのような現象は昨今生じたものではない。1960年代、日本はキャッチ
アップ型から先端技術創出型の経済への脱皮を図り、筑波研究学園都市や関西
文化学研都市などを構想した。しかし、先見性は認められるものの、その成果
については芳しい評価が与えられているとはいえない。
１　産業機能の地理的な集中という意味で、クラスター、産業集積、サイエンス・パー
ク、学研都市などの言葉の間で類似性が存在している。ここではクラスターという大
きな枠内でその類のものを述べることにする。
２　松島克守・坂田一郎・濱本正明（2005）『クラスター形成による地域新生のデザイ
ン』東大総研。
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　一方、海外に目を向けると、クラスターによって産業の競争力を向上させた
事例が多く見られる。シリコンバレーの隆盛はIT産業を創出し、アメリカ経
済の回復を牽引した。アジアでは、台湾がシリコンバレーの成功経験を参考
に、1970年代に北部の新竹市に政策主導でIT関連の学研都市を創設した。台
湾が半導体産業においてグローバルな産業競争力の獲得を実現したのは、この
新竹サイエンス・パークの成功の結果とされている。2006年の時点で、域内に
はキャパシティを超える400社が入居し、売上高は9,000億台湾元まで成長して
いる。学研都市の周囲にはトップレベルの理工系大学もあり、修士以上の学歴
を持つ従業員は約２万人が集まっている。工業技術研究院という公的研究機関
を中心に新技術が絶えず開発されるとともに、その機関から多くの企業が直
接、間接的に創出されている。
　われわれは、新竹サイエンス・パークの形成初期において、台湾には発展の
基盤となるような資源がほとんど存在しなかった点に着目した。そこから、日
台比較を行う上で、なぜ台湾の学研都市は資源に乏しい状態から競争力を築き
上げることができたのか。日本の学研都市には何が欠けていたのか。なぜ台湾
はシリコンバレーの経験を援用できたのか、といった問題意識を有するように
なった。また、何を持って日本と台湾の学研都市の異同を考える際の基準とす
るかも課題となった。
２．シンポジウムの趣旨
　以上が本シンポジウムのもとになった共同研究を始めるに至った動機である
が、当初の問題意識は、世界のクラスターを対比するための条件を、どう見出
し、どう体系化するかというところに帰結した。この問題を考えるため、われ
われは予備的調査として一定の成果をあげたクラスターのケーススタディに取
り組み、システム・デザインという概念の導出につながった。以下、システ
ム・デザインという概念を見出すに至った経緯を振り返る。
九州国際大学経営経済論集　第14巻第１号 （2007年10月）
―　　―
　クラスターと呼ばれるものは、様々な定義があるが、共通の特徴として、行
動主体の集合体、行動主体の地理的近接性、協働体制などが挙げられる。形成
時の計画性の有無という軸で見る場合、世界中のクラスターは概ねに２つの種
類に分けられる。１つは、シリコンバレーを代表とする自然発生のクラスター
である。もう１つのパターンは意図的に計画されて形成されるものである。ア
メリカに比べて、ヨーロッパや東アジアのクラスターは政府の意図の下で形成
される場合が多く、そのモデルや成果には多様性を呈している。クラスターは
目的ごとに性質が異なってくるため、ここでは産業の競争力向上という目的に
限定することにした。
　台湾や世界のクラスターの活性化の条件を探る目的で、われわれは研究チー
ムを立ち上げ、研究を２年間推進してきた。現地調査を数回にわたって実施し
てきたが、台湾の至るところで、クラスターの企画や新設が次から次へと行わ
れ、企業入居の勢いの衰えが見られないという現象が見られた。これらのクラ
スターは計画性が強く、その多くが新竹に学んでいる。このことから、ある条
件を示せばクラスターの成功経験を移植することが可能だと考えることができ
る。もちろん、計画ではなく意図せざる結果になる場合もある。しかし、意図
せざる結果の場合であっても、結果として作り上げてきた様々な仕掛けを意図
的に作り上げる方法が明らかになれば十分意味を持つ。その中心となる条件や
仕掛けとは何か、それについて概念化の糸口を探さなければならない、と気が
した。
　となると、理論に一歩踏み込む形で考えてみたい。クラスターが競争力の構
築をもたらすことに注目が集まると、関連研究も花盛りの状態になっている。
クラスターに関わる要因が多いため、多様な学問分野からアプローチされてお
り、分析の切り口も多岐にわたっている。一般的に、経済政策論や地域政策論
に立脚する研究が多く、とりわけ、地域の経済政策やインフラの整備という議
論に傾斜している。
　ただ、われわれの関心であるクラスター形成条件を体系化するためには、政
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策論とは違う視点が求められる。なぜなら、地域ごとに税金優遇、投資促進な
どの政策には差があまり見られないため、成果の差につながる直接的要因はほ
かにあると考えるからである。そこで、経営戦略論の発想が必要だと思われ
る。それは、クラスター形成の目的には戦略的意図が見られるからである。ク
ラスターを作り上げる際、従来地域に蓄積する資源を基盤にして構造変換する
か、あるいはまったくないものをどのように手に入るか、そういった選択には
戦略的意図が働いている。また、経営学では、クラスターを産業競争力強化の
イノベーション・システムとして捉える重要性を訴えている。クラスター内の
プレイヤー（行動主体）は大学・研究所、産業、政府の３つから成っている。
これらのプレイヤーを物理的に隣接させるだけではクラスターは機能しない。
イノベーションを引き起こしやすいように、プレイヤー間の多面的な関係を作
り上げることが不可欠である。そのため、クラスターを１つのシステムとし
て、プレイヤー間の関係を俯瞰する視点が必要である。
　しかし、クラスターにおけるイノベーションを引き起こす仕組みについて明
らかにされないところが多い。われわれ研究チームが辿り着いたのは、「シス
テム・デザイン」という考え方である3。システム・デザインとは、学研都市
を１つの研究開発ステムとして捉え、それを最適な研究開発プロセスとして意
図をもってデザインすることを意味している。デザインというコンセプトを提
起した研究はそれほど多くない。松島（2005）は、デザインの中心となる大学
の役割の分析などを経て、地域新生のデザインの方法論を描き出したが、デザ
インに当たる仕組みについて十分に明示していない。この考え方は、経営学の
分野では１つの試みにとどまっており、理論化に向けてまだ発展の余地がある
と思われる。
３　システム・デザインについて、詳細は以下の論文に譲る。陳韻如・神吉直人・長内
厚・伊吹勇亮・朴唯新（2006）「意図された学研都市のシステム・デザイン −台湾新
竹サイエンス・パークにおける半導体産業の創出−」『九州国際大学社会文化研究所
紀要』 No.59, pp.55-70.
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　システム・デザインというコンセプトは台湾サイエンス・パークの事例を勘
案して得られるものであるが、本学の立脚している北九州は１つの好事例を示
している。まず、デザイン思想の存在である。北九州は工業都市という従来の
経済構造から、大学の集約による知識創造拠点への転換を図る目的で、1990年
代初期に独自の構想を持ち、学研都市の建設に取り組んだ。「北九州学術研究
都市」の設置に当たって、計画段階から明確なビジョンがあり、実際の施策も
産業界の実務家と大学の知恵によって練り上がったことから、デザインの思想
が機能しているといえる。現在、学術研究都市は若松区のおよそ300ヘクター
ルの敷地面積に、大学・研究所が多く集約され、半導体を中心に約40社の企業
が入居している。域内では研究開発の質や事業化を重視するため、産学連携が
活発に行われている。もう１つ北九州の事例を挙げる理由として、台湾との交
流が行われるからである。2004年から北九州学術研究都市は、台湾サイエン
ス・パークと事業に関して意見交換や交流を進めている。これは、デザインが
国境を越えて援用できるかどうかを示す興味深い事例となるであろう。
　ただ、事例クラスターのデザインを議論する際、留意しなければならない点
がある。そもそも、何を以ってクラスターが成功したといえるのかということ
である。運営成果そのものが測りにくいものである。また、クラスターの形成
に当たって、ビジョンの明確化からデザイン、実行、成果が出るまで、かなり
の時間がかかる。北九州学術研究都市は現在の姿に至るまで、構想から10年以
上の時間を費やした。となると、発展段階によって、クラスター成功に必要な
デザインが必ずしも同一なものではない、という点にも留意をしていく必要も
あるだろう。また、各地の社会背景が異なり、クラスター形成にはそれぞれの
目的、資源の賦存状況といった初期条件がデザイン時の仕掛けに影響を与える
という点も見逃すことはできない。
　北九州の事例と対比するケースとして、成熟期にある台湾新竹の事例に加
え、その経験を引き継いでいる今まさに形成中の南部サイエンス・パークは適
切な事例になる。２つのクラスターは発展段階や、意図的にデザインされた集
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積、既存の製造技術基盤の活用といった側面において共通点を持っている。し
かし、目的や中心となる組織の性質などについては異なる仕組みになってい
る。北九州市は大学の集約による知の創造に専念し、支援機構の北九州産学連
携推進機構が様々な産学連携プログラムに取り組んでいる。その一方、南部サ
イエンス・パークの場合は大企業を中心にクラスターが形成され、企業がサプ
ライチェーンの整備に力を入れている。これらの異同がシステム・デザインを
分析する際の複雑性を増すが、シンポジウムの議論の深みをもたらすことが期
待できる。
　上述の課題に取り組むため、台湾の新竹サイエンス・パークを始め、成功し
た学研都市のシステム・デザインがどのようなものなのか、北九州学術研究都
市における産業クラスターの現状を分析するとともに、将来を展望する。以上
の意図のもと、現地調査と研究の結果を公表すべく、この国際シンポジウムを
企画した。
　シンポジウムの課題は２つある。１つ目は、クラスターの全体を俯瞰するた
めに必要な概念装置を明示することである。ここで、システム・デザインとい
う概念を提起する。２つ目は、実際の事例に当てはめると、システム・デザイ
ンには何が必要なのか、デザインの概念について分析の糸口となるポイントを
析出する。とりわけ、クラスター形成を促進する支援機関の役割、システム・
デザインをなすための仕掛け、クラスター形成における信頼の役割、ネット
ワーク形成の鍵となる人材の拡散と人材ポートフォリオ、などの面からデザイ
ンの要因を把握する。このような探索を経て、得られた知見を地域へ還元する
ことを期した。
３．講師の紹介
　シンポジウムは、まず、台湾および北九州の事例について基調講演をいただ
き、引き継いで、パネルディスカッションでシステム・デザインの具体的な仕
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組みについて議論を行い、フロアからも意見をいただく、という進行を想定し
ていた。
　基調講演者は、台湾より液晶産業の組織間関係を研究なさっている長栄大学
国際企業学科助理教授（当時、准教授に相当）の簡施儀氏、行政の立場から北
九州の産学連携の最前線で活躍なさっている北九州産業学術推進機構（当時）
の徳永篤司氏にお願いすることとなった。
　簡氏は神戸大学大学院経営学研究科で博士号取得後、台湾に帰国し、長栄大
学国際企業学科の助理教授に着任した。現在、台湾の高雄第一科技大学マーケ
ティング流通管理学科に務められている。簡氏は、サプライチェーンの形成を
主眼として、信頼やネットワークの中心的な役割といった切り口から台湾南部
サイエンス・パークの形成を分析されてきた。主要な研究業績には、「ネット
ワークからみる台南サイエンス・パークにおけるTFT-LCD産業集積の形成に
ついて－奇美電子を手掛かりに」などが挙げられる。
　もう１人の基調講演者は、北九州にある学術研究都市で産学連携を仕掛ける
中心的な組織、北九州産業学術推進機構に報告をお願いした。徳永氏は、北九
州市役所に入職された後、経済局産業振興部などの部署を経て、一貫して産業
振興の様々な顧問を経験されてきた。2003年より財団法人北九州産業学術推進
機構産学連携センターの産学連携課長に就任され、地域の産学連携と新事業創
出について実務担当者として活躍されていた。
　ディスカッションの部には、議論の進行・統括役として、陳研究グループの
一員である長岡大学産業経営学部（現在、経済経営学部）の伊吹勇亮氏に依頼
することにした。伊吹氏は、マスコミ産業の経営戦略・組織間関係を主なテー
マとして研究されてきたが、地域の活性化と競争優位の確立、特に人材面の仕
掛けについても興味を持たれている。主要論文には、「組織システムとしての
アカウント・プランニング：広告会社の競争優位確立戦略」（『広告科学』， 第
47集, pp.101-112）が挙げられる。また、システム・デザインと関連の深い著
作として、「システム・デザインと新産業の創造－台湾調査から感じたこと－」
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などの著作も有している。
　パネリストには、基調講演者に加え、陳研究グループの一員であり、京都大
学大学院経済学研究科博士後期課程（当時）の長内厚氏をお招きした。長内氏
は長年にわたってソニー株式会社に在籍し、テレビやDVDレコーダーなどの
商品企画、技術企画、新規事業の立ち上げなどの業務に従事した。ソニーに在
籍しながら、筑波大学大学院博士前期課程、続いて京都大学大学院経済学研究
科博士後期課程に進み、エレクトロニクス産業のR&Dにおける技術と事業の
統合に関する博士論文で博士（経済学）を取得した。主要な業績として「組織
分離と既存資源開発のジレンマ」（『組織科学』Vol.40, No.1, pp.84-96.）や「研
究部門における技術と事業の統合」（『日本経営学会誌』 No. 19, pp. 76-88.）が
ある。同氏は、研究活動と同時に同時に大手液晶パネルメーカーとして知られ
る台湾の奇美グループの新視代科技股分有限公司で上席研究員を務めている。
現在は神戸大学経済経営研究所准教授に着任し、ソニー株式会社品質プロジェ
クト室外部アドバイザーを兼職している｡
４．シンポジウムの具体的内容
　当日のシンポジウムの内容は、簡氏と徳永氏の基調講演、パネルディスカッ
ションの３つの論文として本特集に掲載させていただく。いずれにしても、オ
リジナルの報告に加筆・修正を施したものである。論文の詳しい内容は後に譲
るが、ここで当日のシンポジウムの様子を要約しておく。
［基調講演１：簡　施儀氏］
　基調講演は２つを企画した。簡氏には「台湾TFT-LCD産業における組織間
の信頼に関する一考察」というテーマでご講演いただいた。TFT-LCD産業の
場合、サプライチェーンの構築が競争の決め手となりつつある。それを鑑み、
台湾の大手メーカーはサイエンス・パークでサプライヤーを集約させることに
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よって、垂直統合の効果を得ようとしている。簡氏は台湾南部サイエンス・
パークに立地しているTFT-LCD産業を対象に、信頼とコントロールが長期継
続的取引関係に影響を与える実証分析を行った。その結果、信頼が長期的関係
作りに貢献するが、多義的な信頼のなかで、基本能力への信頼や、企業文化に
よる信頼作りが契約による信頼より有効である、という興味深い知見を報告し
ていただいた。このような信頼の役割を理解すれば、産業集積の効果をより発
揮できる。南部サイエンス・パークのネットワークはまだ形成段階にあるた
め、信頼の構築はクラスターをデザインする際の重要な仕掛けの１つとなると
いえる。
［基調講演２：徳永　篤司氏］
　徳永氏は「北九州学術研究都市における産学連携」というテーマで講演をな
された。北九州学術研究都市が日本の１つのデザインされたクラスターとして
取り上げられる。北九州学術研究都市が設立当初に既存のものづくりをベース
にして技術の高度化をはかるという意図が見られ、デザインの鍵は大学による
知識の創出にあるといえる。そこで、学研都市の整備経過や、産学連携を支援
する機関の北九州産業学術推進機構が新産業を育成していくための様々な仕掛
けや、現在取り組まれている事業を紹介していただいた。氏の報告から、北九
州学術研究都市のデザインの特徴を析出することができた。例えば、大学と研
究所を中心とする知識ネットワークの構築と活用、知識と知識をつなぐ公式・
非公式交流の場作り、貸研究室や開発プロセスを体験できる起業のための仕掛
けづくり、特許・事業化を重視する連携などなど。また、システム・デザイン
が早い段階で具現化するためには、危機感を持つことがその原動力になると示
唆された。
［パネルディスカッション］
パネルディスカッションは、シンボジウム全体と同じテーマで議論を展開し
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た。このセクションでは、どのような方法で物事を考え、どのような仕掛け作
りで北九州の地域が更なる発展をもたらすのかということをメインに考えてい
る。中心となる議論は、「システム・デザイン」になる。この考え方について
紹介したうえで、信頼構築のための作り込み、北九州地域への適用、といった
論点によってシステム・デザインの適用可能性を探ってみた。
　そして、討論のポイントは各論に移り、デザインを議論する糸口を信頼、技
術と人材に選んだ。とりわけ、プレイヤー間の関係づくりにあたって、技術面
と人材面の仕掛けをどうやって作りこむか、それぞれ台湾と北九州に当てはめ
て議論を深めた。最後に、北九州地域やアジアの発展に向けて、システム・デ
ザインのあり方についてコメントがまとまった。フロアからの質疑のなかで
は、異なる形態の信頼とコントロールとの関係、北九州の産学連携における
「産」についての具体的な仕掛けに関心を集めた。パネルディスカッションを
通じ、システム・デザインをクラスターに適用させる際、クラスターの目的、
資源の蓄積状況などの初期状況が異なり、システム・デザインを担う中心組織
の役割や、仕掛けも異なってくるということが浮き彫りにされた。それと同時
に、北九州地域の発展に向けて、台湾の研究からどのような教訓が導かれるの
か、クラスターを機能させるための提言をなされた。
５．おわりに
　今回のシンポジウムの討議時間が限れたなか、当初挙げた２つの課題につい
て、その到達点を確認しておきたい。１つ目の課題について、台湾南部サイエ
ンス・パークにおける大手液晶メーカーの信頼構築、北九州学術研究都市の整
備過程や産学連携の仕掛けなどの説明を受けた。それによって、それぞれクラ
スターにはシステム・デザイン思想の存在を確認できた。やや実験的な試みだ
が、システム・デザインという考え方の適用可能性も示したと思われる。
　２つ目の課題であるクラスターのデザインの糸口を探ることについて、台湾
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サイエンス・パークと北九州学術都市を対比させることによって、デザインす
る際の条件を明確させた。例えば、クラスター内のプレイヤー間の信頼、技術
面、人材面における仕掛け作りは重要な手がかりである。そして、クラスター
のデザインにあたって、形成の目的、発展段階、地域性、資源賦存状況、中心
的な役割を担う組織の関与の仕方、ましてはビジョンの共有はデザインのあり
方に影響を与えるという知見も得られた。これらの差異を理解することによっ
て、他クラスターの成功経験から何を学べばいいのかを知り、デザインのミス
マッチを防ぐことができるであろう。このように、システム・デザインという
概念の提起が発端として、今後の理論化に向けて一歩前進だと思われる。
　しかし、残される課題も多い。まず第１に、クラスターについて経営学の視
点は未開拓の分野でもあるが、理論の形成には膨大なの量の知識と綿密な事実
の調査を積み上げていく必要がある。今後、他分野での知見も積極的に取り入
れながら、考察していきたい。第２に、クラスターに対する大学の果たす機能
についての検討である。大学がクラスターで新技術や新ビジネスの創出に重要
な役割を果たしている。その役割はもっぱら理工系学科の研究開発によるもの
にはとどまらない。技術のマネジメントやクラスターのデザイン仕掛けについ
て、その役割は文系大学によって担われる可能性が見出される。また、クラス
ターのデザインには人材の供給が１つの重要な仕掛けになっている。これは、
地域の振興に必要な人材の育成は大学にとって重要な課題だと示唆している。
北九州の場合、地域振興における本学のあるべき姿が問われる。
　今回はデザインの概念の提起や現象の考察にとどまっており、政策への提言
にはまだ若干距離があるかもしれない。ただ、今回のシンポジウムが台湾や、
地元の北九州市にとって多少とも実りあるものとなり、地域社会に資すること
ができるならば望外の幸せである。
　このシンポジウムの準備にあたって、経済学部と経済研究センターが全力で
サポートしてくださったおかげで、シンポジウムの運営がスムーズに行うこと
ができた。また、パネリストのみなさま、司会を快諾していただいた池田光則
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教授、山縣宏之准教授、当日お忙しいなかご参加いただいた方々に、心よりお
礼申し上げたい。最後に、このシンポジウムの研究基盤と言うべく現地調査
は、本学社会文化研究所や北九州市学術・研究基盤整備振興基金調査研究助成
金からご支援くださって始めて実現できたこと、この場を借りて感謝申し上げ
たい4。
４　助成金の成果として、これまで①陳韻如・神吉直人・長内厚・伊吹勇亮・朴唯新
（2006）「意図された学研都市のシステム・デザイン−台湾新竹サイエンス・パークに
おける半導体産業の創出−」『九州国際大学社会文化研究所紀要』No.59, pp.55-70.②長
内厚（2007）「研究部門による技術と事業の統合−黎明期の台湾半導体産業における
工業技術研究院（ITRI）の役割−」『日本経営学会誌』No.19, pp.76-88.③長内厚・本
間利通・伊吹勇亮・陳韻如・神吉直人（2007）「台湾の国防役制度と産業競争力」神
戸大学RIEBディスカッションペーパーなどの論文を公開している。
